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人
の
手
が
入
ら
な
い
放
置
さ

れ
た
空
き
家
は
、
老
朽
化
に
よ

る
倒
壊
や
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
、

建
物
へ
の
不
法
侵
入
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
し
、
近
隣

住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

お
よ
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
の
住
居
６
０
６
３
万
戸

の
う
ち
、
空
き
家
は
８
２
０
万

戸
。
平
成
20
年
か
ら
25
年
ま
で

の
５
年
で
63
万
戸
も
増
加
し
て

お
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
（
総
務
省
）。

　

こ
の
状
況
に
国
は
、「
空
き

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
を
制
定
し
、
本
格

的
な
空
き
家
対
策
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。

　

問
題
視
さ
れ
る
空
き
家
で
す

が
、
一
方
で
使
い
方
に
よ
っ
て

は
、「
街
を
元
気
に
す
る
」
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

と
あ
る
自
治
体
で
は
、
空
き

家
を
地
域
交
流
の
拠
点
、
共
同

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス（
働
く
場
所
）

や
賃
貸
住
宅
と
し
て
再
利
用

し
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
や
地

域
の
活
性
化
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
空
き
家
を
う
ま
く
活
用
す

る
こ
と
で
人
口
を
増
や
す
、
雇

用
を
作
る
、
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

空
き
家
制
度
は
、
市
内
の
賃

貸
・
売
却
で
き
る
空
き
家
を
市

に
登
録
し
、
そ
の
物
件
の
情
報

を
市
外
か
ら
の
移
住
者
に
提
供

す
る
制
度
。
た
だ
し
、
不
動
産

業
者
に
取
引
依
頼
を
し
て
い
な

い
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

空
き
家
制
度
の
特
徴
は
、
３

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
に
つ
な
が
る

物
件
の
情
報
提
供
者
と
家
主
さ

ん
に
謝
礼
金
を
出
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
市
だ
け
で
は
空
き
家

情
報
を
収
集
す
る
の
に
は
限
界

が
あ
り
、
地
域
住
民
の
協
力
が

必
要
だ
か
ら
で
す
。
情
報
を
提

供
す
る
際
は
、
事
前
に
家
主
さ

ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
つ
目
は
、
移
住
者
が
空
き

家
制
度
を
活
用
す
る
際
に
、
所

有
者
に
50
万
円
を
上
限
と
し
て

修
繕
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
長
年
放
置

さ
れ
た
空
き
家
は
、
傷
み
が
激

し
い
こ
と
が
多
く
、
入
居
に
繋

が
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
入
居

で
き
る
状
態
に
近
づ
け
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

３
つ
目
は
、
農
地
付
の
物
件

を
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
た

際
の
農
地
権
利
取
得
に
関
す
る

特
例
が
あ
る
こ
と
で
す
。
市
外

か
ら
の
新
規
就
農
者
を
確
保

し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
図

る
た
め
、
農
地
権
利
取
得
の
要

件
の
一
つ
で
あ
る
面
積
要
件

（
50
㌃
以
上
）
を
１
㌃
以
上
に

引
き
下
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

移
住
希
望
者
の
「
農
地
付
き
の

空
き
家
」
に
住
み
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
が
多
い
た
め
で
す
。

　

こ
の
３
つ
の
特
徴
で
、
空
き

家
を
持
つ
人
、
持
た
な
い
人
、

移
住
す
る
人
み
ん
な
が
参
加
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
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都
市
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
希

望
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
た

い
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
移
住
者
が
地
方
で
暮

ら
す
に
当
た
っ
て
、
住
む
所
は
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
お
持
ち
の

空
き
家
を
有
効
活
用
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
諸
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

登
録
手
続
き
は
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
方
創
生
課

石い
し
は
ら原 

潤じ
ゅ
ん 

主
査

空き家を持っていなくても参加できる！

「空き家バンク」
あなたの情報提供で、街が元気に！

　仕事で小林市に住むことが決まり、菜園付き
の家を探していました。空き家バンク制度があ
ることを人づてに聞き、眺めもよく小さな菜園
がついた希望通りの物件と出会いました。近く
に住む区長さんに畑も貸していただき、地域の
人々と交流を深めながら充実した生活が送れて
います。菜園ではトマト、ハーブ、畑では四角
豆など野菜の成長を楽しみにしながら暮らせる
のは空き家バンクのおかげです。

理想の田舎暮らしを実現

東京から移住し、
野尻在住

細
ほ そ か わ

川 慎
し ん た

太
　　 絵

え み

美
さん

さん

田
た な か

中 みどり
国富町在住

 父母が住んでいた家をどうしようか悩んでい
たときに、インターネットで空き家バンク制度
を知りました。思い入れのある家ですが、市な
ら安心して任せられると思いました。市役所内
で家屋情報の調査や手続きができたことも登録
に踏み切った一つです。また家を使う人が移住
者で、故郷の小林市に住んでくれる手助けにな
ればとの思いもありました。慣れ親しんだ家を
通して、移住する人が持つノウハウを生かした
地域おこしに繋げられたらうれしいです。

実家を活用して故郷を元気にしたい

空き家バンクに登録

さん

空き家バンクを利用

が街を変える！

空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
方
法

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」

と「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド
」

を
地
方
創
生
課
窓
口
に
持
参
ま
た

は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
を
確
認
し
、
担
当
者

が
現
地
確
認
に
伺
い
ま
す
。

　

登
録
可
能
と
判
断
し
た
場
合
は

「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
台
帳
」
に

登
録
し
ま
す
。
完
了
後
、
申
込
み

さ
れ
た
方
へ
登
録
完
了
書
を
送
付

し
ま
す
。

●
問

　

地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

①
申
請
書
を
提
出
す
る

②
登
録
審
査

③
登
録
完
了

担
当
者
か
ら

老
朽
化
や
ゴ
ミ
問
題
な
ど

生
活
に
大
き
な
影
響
が

空
き
家
は
地
域
活
性
化
の

資
源
に
な
る
可
能
性
も

空
き
家
制
度
は
移
住
者

向
け
の
情
報
提
供
制
度

み
ん
な
が
参
加
で
き
る

制
度
の
３
つ
の
特
徴
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空き家は、老朽化による倒壊や放火などのトラブルの原因となるとされ、最近では特に問題視されています。
しかし、問題視されている一方で、空き家は地域を活性化させる重要な資源でもあります。
小林市でも空き家を活用し、移住者受け入れ促進策として「空き家バンク」制度（以下、空き家制度）を導
入しています。
この制度にまず必要となるのが、空き家情報の収集です。
空き家を持っている人も持っていない人も参加できる、小林版「空き家制度」を紹介します。


